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はじめに 

筆者は、現在、ゼミの研究テーマとして、ボルネオ島におけ

るアブラヤシ・プランテーションが引き起こす問題を取り扱って

いる。ここでは、ボルネオ島における森林減少の変移、パーム

油の特徴、アブラヤシ農園開発によって生じる社会問題につ

いて論じる。 

 

ボルネオ島の森林減少 

ボルネオ島は東南アジア海域に浮かぶ島々の中でも一番

大きな島である。この島には、マレーシア、インドネシア、ブル

ネイの三つの国が領土を有している。昨今、島の熱帯林が、エ

ビを養殖するための池や、石炭の採掘、紙・パルプ用の植林

木を生産するためのプランテーションなどの開発によって、急

激な破壊と変化にさらされているが、特に、森林破壊の最大の

要因の一つとなってきたのが、パーム油を生産するためのアブ

ラヤシ農園の拡大である。 

図１、図２は、1973 年から 2010 年のボルネオ島の森林の変

容を表している。濃い緑が原生林、黄緑が二次林/三次林、黒

色がプランテーション農園、そして白が非森林で示されている。

2 つの図から約 40 年間で広大な範囲の森林が伐採されたこと

がわかるだろう。アブラヤシ農園開発は 1970 年代から盛んに

なり、農園の拡大のために日々森林が破壊されてきた。現在で

は、大資本の農園企業だけでなく、多くの現地の小規模農家

がアブラヤシ農園開発に加わっている。WWF によると、過去半

世紀のうちに急速に森が破壊され、現在までに 50％が消失し

たと言われている。 

 

 

図１：1973 年の森林被覆の様子(Gaveau et al. 2014) 

 

図２：2010 年の森林被覆の様子(Gaveau et al. 2014) 

 

パーム油とは 

アブラヤシという木から採れる植物油をパーム油と言う。アブ

ラヤシの木は熱帯地域でのみ生育し、さらに土壌から大量の

水分を必要とするため、限られた地域でのみ生育する。毎年約

7000 万トン以上のパーム油が世界で生産されているが、そのう

ち 52％がインドネシア、33%がマレーシアによって生産されてい

る(図３)。パーム油が大量生産・大量消費される理由は、その

高い汎用性と価格にある。パーム油は、固めても溶かしても使

えるため、「万能な油」と言われるくらい、私たちの身の回りのも

のに使用されている。また、他の植物油に比べて 1ha 当たりの

土地から採れる量が多く、さらに年間を通して実をつけるため

単位面積当たりの油の生産量が極めて高いことにより、価格が

安い。 

 

 

図３：国別パーム油生産量(熱帯林行動ネットワーク 2016) 



以上で述べたように、パーム油は私たちの身の回りにあふれ

ていることがわかるが、一般にはあまり知られておらず、「見え

ない油」とも言われている。なぜなら、商品の原材料名には「植

物油脂」としか表示されていないからである(写真１)。したがっ

て、パーム油の存在を知らない消費者が多いのだ。 

 

 
  写真１：チョコレートの原材料名(プランテーション・ウォッチ) 

 

環境問題と社会問題 

パーム油が生産されているボルネオの現場では大きな環境

問題が引き起こされている。プランテーション農園の開発に伴

って、森林が失われることはもちろん、熱帯林に隣接するように

広がっている泥炭地もまた、アブラヤシ農園として開発されて

いる。その際の深刻な問題が、火入れ作業により頻発している

森林・泥炭地の火災である。インドネシアやマレーシアの森林

や泥炭地の火災は、毎年、雨が少ない乾季（特に 6 月～10 月

頃）に多発するが、その原因の多くは新規農園開発の為に人

為的に放たれた火だと考えられているのだ。水が抜かれて乾

いた泥炭地は、非常に燃えやすくなっている上、雨季が来るま

で完全に火災を消し止めることが困難であることから、大量の

温室効果ガスの発生源となってしまう(写真２)。泥炭地は、地球

の陸地面積のわずか 3％を占めるにすぎないが、そこには世

界中の森林を合わせたよりも多くの炭素が貯えられている。こ

れが消失しているのである。 

 

 
写真２：泥炭火災の消火活動（WWF ジャパン） 

 

さらに、このような開発や森林火災によって森林が減少する

とそこに生息する動物たちが住処を失い、生物多様性も失わ

れる。この島の熱帯雨林には多種多様な動植物が生息してお

り、生物多様性の宝庫と言える場所だ。しかし、残された森林

は分断されているため、オランウータンは極限られた範囲での

み移動することを余儀なくされている。なお、住処を失ったオラ

ンウータンが農園に侵入し、害獣として殺されたケースもある。 

アブラヤシ農園の開発で被害が及ぶのは、森にすむ野生動

物だけではない。森を利用して生きる先住民が、事前に農園

開発の予定を知らされず住む場所を失い、土地紛争に発展す

るケースもあった。先住民たちは、狩りや農業などで自給自足

的な生活をして暮らしているため、木々が失われ動物がいなく

なると、今までのようには生きていけなくなるのだ。 

さらに、アブラヤシ農園で働く人たちの児童労働や強制労

働も重要な問題である。アブラヤシの木は、成長すると樹高が

20ｍ以上に成長し、高い幹の先端付近に実がなる。また、その

果房は 30kg ほどの重さであるため、とても重労働である。その

ような収穫作業に強制的に従事させられ、賃金が支払われな

いなどの問題が報告されている。このように、アブラヤシ農園開

発では多岐にわたる重大な社会問題が生じている。 

 

 

写真３：企業によるアブラヤシ大規模農園(筆者撮影) 

 

おわりに 

インドネシアには、長期にわたって国際社会からアブラヤシ

農園開発に伴って生じる社会問題について様々な批判が向け

られてきた。しかし、その現場で生産されたパーム油を私たち

は、日常生活において知らないうちにたくさん消費している。私

たち消費者が知らず知らずのうちに購入したものが、まわりま

わって生産国の環境を破壊し、様々な社会問題を引き起こす

要因となっていることを認識し、今一度消費者としての責任に

ついて考え直す必要があると筆者は考える。 
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